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文化会館および富岡公民館（富岡町西池田135番地１）
は、電気工事のため、次のとおり休館します。

臨時休館日　３月６日㈫

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 文化会館、富岡公民館の臨時休館日の
　 お知らせ

明治大学マンドリン倶楽部と羽ノ浦中学校マンドリン
部との迫力ある演奏をお楽しみください。
日時　３月６日㈫　18:30開演（18:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
演目　横須賀ストーリー、銀河鉄道999、パイレーツ・

オブ・カリビアンほか
入場料　【全席自由】2,500円（当日500円増し）
　　　　★お得なセット券を発売しています　　

・２枚セット　4,500円　
・３枚セット　6,000円

※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、平

惣書店（阿南センター店、羽ノ浦
国道店、小松島店）、徳島新聞各
販売店（取り次ぎ）ほか

問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 明治大学マンドリン倶楽部演奏会
 　もうすぐ開催です

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
ス
ト
ロ
ー
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ
う
」（無

料
）

　

空
気
の
力
で
よ
く
飛
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま

す
。
子
ど
も
向
け
の
簡
単
な
工
作
で
す
。

日
時　
３
月
21
日
㈷　

午
前
10
時
～
11
時
40
分
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

参
加
方
法　
予
約
不
要
。
当
日
、
実
施
時
間
内

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

日
時　
毎
週
土
曜
日　

午
後
６
時
～
、
７
時
～
、

８
時
～
（
１
日
３
回
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

※
寒
い
時
期
で
す
の
で
し
っ
か
り
と
防
寒
を
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

科
学
セ
ン
タ
ー
友
の
会
会
員
募
集

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
30
年
度
「
科
学

セ
ン
タ
ー
友
の
会
」
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
会
さ
れ
ま
す
と
、
毎
月
１
回
、
会
員
向
け

の
自
然
観
察
、
科
学
工
作
や
科
学
実
験
に
参
加

で
き
る
ほ
か
、
夏
と
秋
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ

ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

特
典
と
し
て
、
毎
週
土
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る

夜
間
の
天
体
観
望
会
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

家
族
会
員　

３
０
０
０
円

（
家
族
会
員
は
同
居
し
て
い
る
方
す
べ
て
が
対

象
に
な
り
ま
す
。）

入
会
方
法　
科
学
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
入
会
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
会
費
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
３
月
１
日
㈭
～
５
月
20
日
㈰

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

土
、
日
、
祝
日
、
春
休
み
中
の
平
日
の
午
後

１
時
30
分
～
、
午
後
３
時
～
実
施
。
テ
ー
マ
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

３
月
の
休
館
日　

５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、
26
日
㈪

日時　３月17日㈯　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
出演　篠崎　孝（トランペット）、新城鈴子（ピアノ）
演目　調子の良い鍛冶屋、夜空のトランペット、愛燦

燦、チムチムチェリー（メリーポピンズより）
ほか

入場料　500円（ワンドリンク付き）
仲良しチケット（２人以上：１人につき400
円）は前売りのみの取扱い。電話予約可能。

※小学生未満の方は入場無料
チケット販売場所および問い合わせは
文化会館「ホワイエコンサート」係
（☎23－5599）へ

夢ホールホワイエ（ロビ
ー）で行うお茶付き演奏
会です。陽射しあふれる
ホワイエで、土曜の午後
のひと時を、音楽とお茶
でおくつろぎください。

■ 夢ホール　ホワイエコンサート
 　Trumpet（トランペット）

地
質
学
か
ら
み
た

津
波
の
記
録
と

南
海
地
震
（
前
編
）

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
　
小
笠
原 

憲
四
郎

は
じ
め
に

　

２
０
１
７
年
10
月
、
阿
南
市
に
３
カ
所

あ
る
石
碑
を
含
む
県
南
19
カ
所
の
津
波
を

記
録
し
た
石
碑
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
な
っ
た
。
古
来
よ
り
日
本
を
襲
っ
た

数
々
の
津
波
被
災
の
状
況
は
「
稲
む
ら
の

火
」
や
大
潟
町
の
「
乙
姫
伝
説
」
な
ど
教

訓
的
民
話
と
し
て
も
語
り
継
が
れ
、
歴
史

文
書
や
石
碑
記
録
な
ど
に
も
刻
ま
れ
て
き

た
。
近
年
で
は
「
チ
リ
地
震
」
で
津
波
が

太
平
洋
を
横
断
し
て
三
陸
地
域
に
大
被
害

を
も
た
ら
し
た
事
で
記
憶
に
新
し
く
、
７

年
前
の
３
・
11
の
Ｍ
９
の
地
震
に
よ
る「
東

日
本
大
震
災
」
で
は
、
映
像
に
よ
る
津
波

の
現
実
に
直
面
し
た
。

過
去
数
百
〜
数
十
万
年
間
の
地
震
の
周
期

性
　

文
書
記
録
に
残
る
過
去
の
南
海
地
震
と

津
波
は
昭
和
南
海
地
震
（
１
９
４
６
年
）、

安
政
地
震
（
１
８
５
４
年
）、
宝
永
地
震

（
１
７
０
７
年
）
そ
し
て
慶
長
地
震
（
１

６
０
５
年
）
な
ど
で
、
宝
永
地
震
で
は
高

知
県
の
宇
佐
地
域
で
は
最
高
13
ｍ
の
津
波

が
到
来
し
て
い
る
。
日
本
列
島
周
辺
で
は

Ｍ
９
ク
ラ

ス
の
巨
大

地
震
は
５

０
０
～
６

０
０
年
に

１
度
、
Ｍ

８
ク
ラ
ス

の
大
地
震

が
１
０
０

年
～
２
０

０
年
に
１

度
、
Ｍ
８

～
７
級
の

直
下
型
地

震
が
１
０
０
年
以
内
に
１
度
な
ど
、
過
去

千
数
百
年
間
の
歴
史
記
録
か
ら
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
地

震
の
記
録
は
古
文
書
だ
け
で
な
く
考
古
学

調
査
な
ど
で
見
つ
か
る
噴
砂
記
録
や
遺
物

の
破
壊
、
原
発
な
ど
の
基
礎
調
査
で
実
査

さ
れ
て
い
る
ト
レ
ン
チ
調
査
な
ど
で
数
千

～
数
万
年
前
の
火
山
灰
や
地
層
な
ど
を
切

る
断
層
の
存
在
な
ど
か
ら
、
さ
ら
に
沿
岸

域
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
の
解
析
な
ど
か

ら
過
去
数
十
万
年
間
の
地
震
の
地
質
学
的

記
録
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。

津
波
発
生
と
津
波
記
録

　

津
波
は
、
地
震
や
大
規
模
な
海
底
地
す

べ
り
な
ど
の
影
響
で
、
水
底
の
地
塊
が
短

時
間
に
変
動
す
る
事
で
海
水
等
が
盛
り
上

が
り
、
沿
岸
地
帯
に
押
し
寄
せ
る
現
象
で
、

最
大
規
模
の
津
波
の
高
さ
は
１
７
７
１
年

に
石
垣
・
西
表
島
を
襲
っ
た
90
ｍ
級
で
あ

ろ
う
と
の
指
摘
も
あ
る
。
西
南
日
本
～
東

北
地
方
で
プ
レ
ー
ト
運
動
に
起
因
し
た
津

波
も
40
ｍ
を
超
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

こ
の
津
波
で
も
た
ら
さ
れ
た
波
に
よ
る

堆
積
物
の
移
動
記
録
は
、
浅
海
～
沿
岸
地

域
に
残
さ
れ
た
堆
積
物
（
地
層
）
に
残
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
浅
海
に
堆
積
す
る
砂

や
泥
は
一
般
に
１
０
０
０
年
で
数
十
㎝
程

度
な
の
で
、
地
層
を
年
代
的
に
く
わ
し
く

解
析
し
て
も
地
層
の
厚
さ
が
壁
に
な
り
、

そ
の
精
度
は
50
年
程
度
が
限
界
で
あ
る
。

つ
ま
り
過
去
の
地
球
上
で
起
こ
っ
た
事
変

を
年
代
的
に
解
析
し
て
も
、
一
般
に
１
０

０
年
に
１
度
起
こ
る
よ
う
な
現
象
し
か
解

読
で
き
な
い
。
し
か
し
、
地
層
に
残
さ
れ

た
事
変
の
地
質
学
的
解
析
法
を
用
い
る
と

人
類
の
歴
史
を
は
る
か
さ
か
の
ぼ
り
、
過

去
数
千
～
数
百
万
年
間
の
地
震
や
津
波
の

記
録
が
解
読
可
能
で
あ
る
。

　
（
４
月
号
へ
つ
づ
く
）

平
成
29
年
阿
南
市
文
化
財
講
座
か
ら

南海トラフで過去に起きた大地震の震源域の時空間分布（石橋、2002 をもとに編集）
・白鳳（天武）地震（684年）以降の地震を示している。
・図中イタリック体で表した数字は、地震の発生間隔（年）を示す。
・震源域は地形の境界（都井岬、足摺岬、室戸岬、潮岬、大王崎、御前崎、富士川）

で東西方向に区切っている。
・黒の縦棒は、南海と東海の地震が時間差（数年以内）をおいて発生したことを示す。
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